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ここは避難所 

実際に避難所で起こることというテーマなのでここを避難所とする。圧をかける。1 分以

内に答えろという質問がバンバンいく。答えは一つではない。必ず答えて欲しい。「わから

ない」「浮かばない」と言ってよい。質問を入れながらやらないと我がことにならない。そ

のためにこの分科会を選んでくれたと思うのでよろしくお願いする。 

災害との向き合い方 

災害は忘れた頃にやってくるのではない。災害は忘れる前にやってくる。これが地球温暖

化。日本の姿を考えてみたい。（地図を示して）黄色く塗ってあるところは私が訪れた都道

府県。私が行ったところで、講演会や避難所ワークショップなど広がりを見せている県。

別に関東辺りをどうこう言うつもりはない。（笑いが起こる）災害がないときは明るく元気

に笑っていい。災害が起きると笑っている暇もない。沿岸部にはかなり行っている。関東

大震災から百年経つが、ここのところ（首都圏沿岸部）で何かあった時に支援するのはこ

の周り（首都圏内陸部）。自分の県がよければいいという問題ではなく、支援する側という

意識が必要。外国人観光客や労働者がたくさんいる。当然ここに来る。自分の地域だけで

はなく、子どもたちには日本の国を見なさいと言う。青色は、私と繋がりができて向こう

から来てくれたところ。今日の話を聞いてうちの地域、うちの PTA でもやりたいという時

には呼んで頂いた方が早い。午前は A 高校、午後は B 高校、夜は PTA と。しんどいが体の

続く限りやっている。明後日は三重県に行く。顔を見てやらなければだめ。ZOOMで防災の

ことをやっても子供たちはピンとこない。 

孤立可能性マップ 

最初にこれを見てもらう。（動画「全国孤立可能性マップ」）これを見て分かると思う。言

葉はあまりいらない。ここ（関東）が皆さん。ここは支援する、支える側にならなくては

いけない。「うちは孤立地区ではないや」とか、そういう問題ではない。「半島災害では支

援が遅れる」ということを以前から言っている。紀伊半島には毎年行っている。それから、

内陸部は孤立する。先週は長野県の岡谷、諏訪、飯島まで行ってきた。内陸部の支援が遅

れる。 

「地理総合」必修化の意味 



高校で地理総合が必修になった。受験では、文系は日本史、世界史、政経が多い。地理を

やるのは理科系が多い。皆さんは必ず地理をやらなければならないという感覚がないので

はなかいか。考える点が３つある。一つは地理情報システム。国土地理院の地図を見て、

例えば埼玉にいながらにして大阪の危険な場所がわかるように地理情報が得られる。それ

を地理総合でやることになっている。受験科目以前の問題。日本の形を考えなさいという

こと。文部科学省が舵を切って必修にした。もう一つは防災教育。そして持続可能社会。

なぜ平和が守れないのか。それを子どもたちに考えさせる。国際理解、国際協力、防災教

育。教科書の 30ページ以上が防災。学習指導要領には、なるべくアクティブラーニングを

やるように、とある。そこでワークショップ。だが、ほとんどやり方がわからない。それ

を今広めている。「齋藤先生のは防災教育ではない」と神戸の高校の生徒に言われた。「先

生のはキャリア教育やん」。そのとおり。防災教育とかキャリア教育とか、何教育と分けら

れない。命の教育という話になる。（2026新設予定の）防災庁というのはそういう考えに基

づいてできるので、横にどうやってネットワークをつなぐかということになる。文部科学

大臣の阿部俊子さんは石巻出身。そういう意味で、災害に関して具体的で実践的な人材育

成をしろと学校や教育委員会に言うのに、何をやったらいいかわからないというのが現状。

僕は体が続く限り倒れるまでやる。元気なうちに呼んで欲しい。 

首都圏水没 

見せるつもりはなかったが昨日の雨（局地的豪雨。坂戸高校は被雷）でやはり見せること

にした。こういう状況。（動画「首都圏水没」視聴）実はこれ、2010年。東日本大震災の前

の年。中央防災会議で、「首都圏水没に対する意識を啓発するのに、これを流したらどうな

るだろう。皆パニックになるだろう。どうやって知らせていこうか」となった。今はこの

ことは知られている。小池都知事も首都圏強靭化計画という政策をやり、都民もそのつも

りでいる。普通にこの言葉が使われるが、あの時使ったらどうなっていただろうか。この

頃から、線状降水帯でなくても、昨日のような雷雨があって冠水があった。マンホールの

蓋がドーンと上がっていく。実際その年、2010 年 7 月にこんなことが起きている。（動画

「首都圏水没」上石神井川の水位が 1 時間で 6 メートル上昇して、内水氾濫が起こる様子

を視聴） 

希望と絶望は背中合わせ 

僕は南海トラフとか言わない。子供らが嫌がる。「先生どうして私たちの未来は暗いんです

か」と言う。「私たちはなんで防災のワークショップをやるんですか」。多分子供はやりた

くない。私は「希望と絶望は背中合わせだよ」と言う。絶望の中から希望を見出した子供

をたくさん見てきた。最初にそれを伝えてからというのが僕の活動。今日皆さんは大人な

のでこういうのを見せるが、高校生・中学生に見せる時は希望の話からする。「どういうこ

とがあっても希望を捨てちゃだめだよ」。小中高生が自ら命を絶つようになって、もう 500

人以上自分で命を絶っている。日本の国で。なぜか。生きる意味を見失っている。だから

命の教育があって、希望を捨てないということがあって、それで防災教育がある。僕はそ

ういう形で伝えている。 

 



避難所となる学校で起きること 

この辺りから実際にリアルタイムでやって行く。心の準備をお願いする。イエスかノーか。

「わかりません」は言える。「待ってください」も言える。ということでやって行く。まず

避難所はどうなっていくか。「正解」ではなく「成解」を求める。この違いが分かるか。小

学校４年生からこれをやっている。正解と成解の違いがわからないと避難所は揉める。こ

れを小学生が理解してくれる。１＋１＝□。こっちの正解ははじめから答が決まっている。

マニュアルがあってマニュアルどおりにやればうまくいくだろうと思ってマニュアルを作

る。そう行くと思うか。混乱しているのに。こっちの成解はどうか。□＋□＝２。箱の中

は分数でも小数でもよい。小学校６年生とか中学校１年生の反応のよい子はわかる。学校

の成績とは関係ない。「先生、一つの答えだけでやろうとすると喧嘩になるんだよね」。そ

うそうそう。「避難所がたくさんあったらみんなやり方違うんだよね」。そうだよね。トイ

レ問題、いろんな問題が皆違う。だったら集まった人たちで答を見つけていく。これが成

る解。「これが大事なんだよね」と子供たちが言う。これを全国の子供たちにワークショッ

プでやると（図を示して）８割以上の子どもたちがこれ。９割くらいのおとな、学校の先

生、教頭先生の会議がこれ。これは悪いことでも間違ったことでもない。今日はそのあた

りから突っ込んでいく。そうするとなぜ避難所でこうなるのかわかってもらえる。 

避難所運営のキーワード 

避難所運営のキーワードは、まず「スピード感」。次に「役割意識」。肩書き、役職でやる

と揉める。「すみません、校長と相談してきます」「本部長と相談します」。「いつまでかか

るんだ！」とこう来る。避難所の責任者で何度罵倒されたことか。子供たちは「役割意識」。

ついつい私たち大人は「役職意識」でやる。これは悪いことではないのだが。三つ目は「笑

顔」。避難所では作り笑顔でもいいから笑顔を忘れてはならない。子供たちが笑顔で「先生、

おはよう」という挨拶の声。いかに大人、高齢者の心を支えたか。これを今から動画や写

真でお見せする。子供たちがいなければ僕はここに居られなかった。多分倒れている。で

は実際に災害が起きた避難所を見る。（動画視聴）東日本大震災の岩手県大槌町の役場に避

難した人たち。大体の避難所はこうなる。皆さんの考えている避難所でも大なり小なりこ

ういうことが起きる。対話が成り立たない、その段階からお見せする。（怒号が飛び交う様

子の動画）これが岩手県の大槌町。私がいた石巻には 300 以上の避難所があった。大体こ

れに近いことが起きている。理性も対話も会話もない。何をやっているかわからない。こ

ういう状態になる。混乱している時と、避難所が落ち着いてきた時で運営の仕方が違う。

これは後で説明する。では、そういう大人を見た子供はどう思っているのか。NHKの中で小

学校６年生で避難所生活をした子が語っている。この子は後に、私のいた石巻西高に入っ

てきて私と一緒に震災を語る活動した。この子から見てなんで大人はこうなるのだろうと

語ってくれた。（「正直見たくないものばかり見てしまった。大人同士が掃除の場所とかで

喧嘩しているのを見せられて、見たくないなと思ったのと、なんでこういう風な関係にな

ってしまったんだという気持ちがありました。」と語る動画を視聴）大体こうなる。 

 



「縦の組織図」VS「ウェビングマップ」 

ではどうやったらいいか。ワークショップの仕方を今から説明する。ワークショップをや

る中で、全国で避難所の運営図を作ってもらった。今日はやり方の細かいことまではでき

ない。神奈川県大和市でやった例。教員、防災士、防災コーディネーターがいる班はこの

ような運営図を作ってくれた。大人の発想を見ていく。（動画視聴。本部を上に置き、縦に

指揮系統を並べる図）だいたい縦割りのこういう図を作る。これは高校の教員とか、防災

士とか、専門に防災をやっている人が作ったもの。大体こういう組織図になる。「本部長を

決めてください」学校なら校長が本部長になる。そして教頭。「地域の人と残った生徒・先

生で炊き出しとかいろんな食料・物資の問題をやってください」となる。ここで教訓。私

たちが作ってきた行政の組織図は、災害が頻発しないときは一番間違いがない。複数の人

がチェック、チェック、チェックできる。日本の行政は、私は誇れると思っている。だか

ら「ちょっと待ってくれ本部長に確認してくるから」と、間違いのないようにやって子供

達を守ってきた。これは避難所が安定期、１週間ぐらい経って落ち着いたらこうなってい

く。だが、最初からこうならないのはわかるだろう。経験した。取材対応をした。その時

は教頭だった。私は避難所のチーフで、校長は対外的なことをやっていた。現場で、「取材

対応どうやったらいいかわからない、私は判断できません。ちょっと待ってください、じ

ゃあ教頭に聞いてきます」「いやいや校長に聞いてきますから」「いや教育委員会に聞きま

すから」。「いつまで何やってんだ！」と喧嘩になる。そういう罵倒が来る。つまり私たち

が作ってきた組織図は、間違いはないが混乱しているときは時間がかかりすぎる。コロナ

で各家庭にマスクが２枚行くのにどれだけ時間がかかったか。子供に言われた。「なんでマ

スクが２枚行くのにあんなに時間がかかる。先生、忖度？」と子供らに言われた。忖度は

いいことば。日本人の美徳。災害時には喧嘩になる。そういうふうに理解して聞いてほし

い。一つは時間がかかるという欠点がある。もう一つは責任感。地域の人と PTA と生徒と

教員で一緒に避難所運営をする。地域の人はどうなるか。「教頭先生、家の片付けに戻りま

すから」。「よかったねもう住めるの？」「家を片付けてきます」。しかし、戻って来ない。

それはそう。自分の家が大事。生徒が来る。「先生、あのおばさん帰って来ません」。食事

の班をもう 1 回作り直す。つまり、この組織図は時間がかかる、プラス、責任感がなかな

か育たない。日本の組織の良いところと悪いところを知っていてもらいたい。では子供ら

はどうか。神奈川県大和市で小中高のグループが作ったもの。全国の子供たちの８割以上

がこれ。埼玉では東松山でもやった。（動画視聴）生徒は役職がないので本部を真ん中に描

く。その周りに必要な役割を書く。これは武相高校の生徒。このヒントになったのは何か。

小学６年生の子がそこにいた。「先生、校長先生が熱出していなかったらどうするんですか」。

このグループは笑っている。本部長がいないということはざらにある。混乱している時に

は。大人は言う。避難所でこんなに役割を作っておかなければいけないのかと。子供は言

う。避難所で必要な係を作っていった結果、こういうものが必要になってできたもの。初

めからこれを突きつけたら、「こんなに多くの役割を誰がやるの？」と考える。大人の発想。

子供たちは、人より役割から見る。では質問。これは蜘蛛の巣。クモの巣を英語の単語で

何というか。そう、ウェブ。皆さんはウェブ社会を生きる子供たちを育てている。子供た

ちはこういう発想をする。SNSとは何か。肩書きではない。役割で世界はつながる。そうい



う時代の子供を私たちが育てている。我々はそういう風には育てられなかったので、子供

ってこうなんだという気づきがある。www というのはワールドワイドウェブ。世界中を役

割でつなぐ。みなさんが考えるスピード感と子供たちが考えるスピード感は違う。なんで

人ってあんなに時間がかかるのかなというのが今の子供たちの感覚。とんでもないスピー

ド感覚のなかで生きているから子供たちは精神的に追い詰められていく。これをウェビン

グという。総合的な学習の時間が 30年位前に始まった。小学校でマップという。小学校で

は喜んでやった。まちづくりとか、命とか、関係図を作っていく。中高に行くにしたがっ

て、だんだんやらなくなっていく。面倒くさいと言って先生方がしなくなる。混乱してい

るとき、対話をさせるには実はこれが一番大事だった。つまり、中高に行くにしたがって、

学校で対話をする機会がなくなっていったということだ。だから日本の子供たちは対話が

苦手と言われている。 

ここで質問。我々の組織図は１週間で出来上がった。１週間頑張った。1週間で自衛隊とか

警察が来たり、避難所が落ち着いてきた。では、1週間かかってもできなくて、1か月かか

ってやっと落ち着いたところはどこだと思うか。間違っていいから言って欲しい。ある地

域。１か月かかってやっと公助の手が及ぶようになった。東日本より３週間遅れた。能登。

そう珠洲市。半島災害では支援が遅れる。珠洲市の蛸島小学校を見てみる。（画像表示）元

日に災害があって、２月４日。東日本より遅れているとわかる。「あーなるほど」と思う。

こういうのをワークショップで子供たちと学んでいく。 

混乱期には「役割」で 

数年前四国に行ってきた。四国四県の教頭先生 200人。20班に分けた。教頭先生たちはど

の図を描いたか。８割方の教頭先生は本部を上に書いた。皆さん笑っている。自分たちの

弱みを知った方がいい。これに対して、小学校の教頭先生はマップでやっている。つまり

子供らと、教育活動でやっている学校の先生が入っていると、「マップでやった方がいいん

じゃないか。自分たちは小学校の先生だから」。子供たちに何を教えるかを常々やっている

から。20 班中５班がこれ。75%、15 班はさっきのもの。何度も言う。間違いのない組織図

を作ってきたから、決していけないことではないが、しかし、混乱しているときには困る。

縦割り組織は変える必要はない。日本は立派な国だと思う。縦割り意識だけは変えていき

ましょう。なぜなら混乱期には喧嘩になる。混乱期は役割で行く。これだけでも違う。長

野県の上沢小学校４年生。（ワークショップ動画視聴）僕の話を聞いて、必要な役割を描い

てみろ。ただ本部だけは描けよと指示した。このクラスは全員本部を真ん中に描いた。本

部長なんて出ない。子供の発想とは何か。役割。４年生が発表する。（ワークショップ動画

続きを視聴）学校現場で何が大事か。これからの防災教育のヒントがあると思う。ならば

ワークショップでやりたいところだ。 

避難所運営マニュアル 

防災マニュアルを全ての学校で作らなければならないから作っている。だが避難所運営マ

ニュアルを作っている地域は多くない。これからは、避難所運営マニュアルを作らなけれ

ばならないと思う。静岡、三重、兵庫は作っている。静岡県富士市の危機管理課。さっき

のウェビングの発想。分厚い冊子をどーんと一冊作っても読まない。災害が起きたら見る



暇はない。できれば組織図の共通版がほしい。情報、避難所の受付、ペットとか分冊する。

校長だったらこれ、管理職だったらこれ、生徒指導と進路指導はこれをやってくれ、事務

の方では様式の雛形を作ってくれ、これを年に何回か各部署でやってくれといった方が余

程役に立つ。校長、教頭はこの分冊をまとめて持つ。まとめたものを教育委員会に出せば

いい。分冊にするのはウェビングの発想。これは静岡県の危機管理課。「これで斎藤先生ど

うですか」と言われたので、「これならあなたは読みますか」と聞いたら「うん、読みませ

んね」。作った本人が答えた。（資料を画面に提示）僕はこれを作った。後で事務局からも

らって。職員室、地域、役所に。最初の 1 週間は校長・教頭いないと思って、地域の人、

PTA、生徒と一緒頑張って生きてくれと。頑張り抜いてくれと。１週間経つとこれが後から

出来上がってくるからと。避難所が落ち着いたら、どこへ行ってもこれが一番人気。くだ

さい、となる。事務局からもらって。 

避難所で大事なもの 

実際に避難所になったら涙も笑顔も枯れることはないということで、心の準備をお願いす

る。質問。「何が一番大事だった？」と避難した人に聞いた。「水と食べ物」。当然だ。二番

目に何が大事だったか。「正確な情報」を上げる。デマだ。私が経験した風評。野蒜海岸に

遺体が 300 体上がったとか、警察官がなぶり殺しにされたとか、近所のコンビニが破壊さ

れたとか。一つだけ正しかった。コンビニは皆略奪される。普通にそういうことはある。

これは情報化社会のデマによる恐怖。３つ目は「明るさ」。避難所で生身の人間の声が一番

ありがたかった。助かったおばあちゃんが、「教頭先生、子供たちの笑顔を見てホッとした。

生きていてよかった。挨拶の声を聞いて本当に支えられた」と言った。避難所では子供の

役割がある。何でも大人がやれると思ったら大間違い。子供に支えられる。 

震災直後の石巻西高校 

私がいた学校の話。沿岸から４キロ離れているわけだが、津波がドーンと来たわけではな

く、川が溢れてきた。皆さんなら、中小河川が溢れて学校が取り囲まれたということと重

ねて見て。（動画視聴）生徒達を校内に避難させ夜が明けるまで励まし続けた。これは職員

室。地震直後の職員玄関。教員がカメラを回して撮っていた。一人だけ避難しないで残っ

ていた者がいた。僕の話を聞いてピンと来た人が居ると思う。どちらだと思うか。先生か

生徒か。生徒に質問するとみんな「先生」と言って手を挙げる。ではもう一つ質問。若い

先生がベテランか。ベテランだった。経験豊かな人は大事だが、自分の経験を超えたこと

が起こると動けなくなる。専門家が下手をして油断するのと同じ。経験豊かな人はとんで

もないことが起こると腰が抜けた状態になって動けない。その人だけが例外ではなく、私

たちはそのことを知っておくべき。ベテランの教員がダメだというのではない。声だけお

聞かせする。 

（会話の音声。撮影者：すごいです。 ベテラン：あ、そうですか。 撮影者：余震がくる

かもしれないので。 ベテラン：あ、そうなんですか。 撮影者：生徒は今避難させまし

たから。 ベテラン：あ、そうなんですか。 撮影者：これから外で対応策を相談すると

思うので…。もうあっちこっちすごいです。） 

「あーそうですか」ではない。生徒の安否確認のために先生が回っていたら、「あーそうで



すか」と。今は笑えるからいい。これはバイアス。自分は大丈夫かなと。経験豊かな人は、

大丈夫だと思うところを通り越したらこうなる。自分だけは大丈夫だという思い込み。ま

た、もうダメかなと諦めるのが高齢者。珠洲市で津波が来た時。おばあちゃんは大丈夫だ

ろう、ここでは津波で死なないだろうと。あるいはもう諦めてしまう。そこを軽トラック

の人が、「おばあちゃん逃げるよ」と言って、おばあちゃんを無理やり車に積んで走ってい

ったところに津波が来た。これは東日本でもあったこと。こういうバイアスは教科書で教

えることになっている。人は逃げない。防災意識が低いのではなく、自分の心が折れない

ように、バランスをとるためにそういう心理状態になることが普通にある。このことを知

っておいてもらいたい。これを正常性バイアスと言う。これを教えなくてはならない。 

「正解」はない 

ではその続き。学校の目の前が田んぼのような状態になった。指定避難所ではないので、

行政の人は来ない。残った生徒と教員と地域の人で避難所運営を始める。質問する。相談

してよい。一番先に必要な役割は何だと思うか。30秒で。圧をかける。即断即決しないと

「何やってんだ」と言われる。正解はない。正しい解の方は。何を言っても間違いではな

いと思ってほしい。受付名簿？大体そう思うだろうが違う。それ以外では？部屋の割り振

り？その前にやること。怪我してないか？それ以外で。班分け？それもあるが、全部違っ

ている。避難所のマニュアルを作るときには被災者の心理で作って欲しい。こっちの都合

でやらない。見てほしい。マニュアルはないのに３名の教員があっと思って行動に移る。

（動画）おわかりだろう。動線の確保。避難してくる人の気持ちは何？不安。恐怖。安心

させなくてはいけない。駐車場係、誘導係、動線の確保。まず安心して避難所に受け入れ

られるんだと。指定であろうがなかろうが皆来る。「うちは帰宅困難者、福祉避難所は関係

ありません」などと言っても、そんなことは外国人観光客にわかるか。人道的な立場で僕

の場合、土足で皆入れた。靴脱いでくださいと言っている暇はない。バーっと入れて、落

ち着いたらみんなで掃除する。そのくらいの覚悟を持つ。マニュアルは作る。マニュアル

は作るけれどマニュアルを超えた判断をしなければならない。その覚悟は必要。３月 11日

に車が割と整然と並んでいる。これは奇跡に近い。あの学校の正門は、車が混雑していつ

もめる。剣道部と野球部とソフトボールの顧問が、マニュアルはないのに走っていった。

この３人の教員が最初の混乱を防いだ。避難所で、怒号が飛び交う状態になるのを防いだ。

車を安全に止めるのは難しい。通れるように。この３人はファインプレーだった。これで

わたしのいた石巻西高はスムーズに入れるようになった。さっき受付と班割りがというの

が出た。その前にすることがもう一つある。これが学校の玄関。ここで受付をやる。今は

高齢化社会。高齢者が受付まで来られるか。車椅子のおばあちゃんが来られるか。私の学

校の前は施設。車いすの方が大挙して来た。受付に誰かが連れて行かなくてはならない。

指定避難所ではないから行政の人は来ない。これはソフトボールの顧問。学校に残った子

供たち。文句言わずに手伝うと言ってきたのは学校の生徒。子供達を一緒になって避難所

運営を考える時代だ。避難所運営の話をするときに、生徒にも話をさせて、先生と生徒と

対話をして、生徒の意見をしっかり聞くように。面白い発想、ユニークな発想をいっぱい

する。そうやってマニュアルを作っていく。これができた上で受付に行く。指定避難所で

はないので何の様式もない。（名前を）ベタベタ貼っていく。来た人が貼っていく。あの当



時 300カ所以上の避難所があったので、私がいた石巻西高校は一回りするのに 50分から１

時間かかった。300ということは 1週間家族に会えない。そんな災害はこの辺（関東）では

ないと思うが、３日、４日連絡が取れない。ここで高齢者の問題を考えなくてはならない。

参考までに知っておいてほしい。これから災害は多発する。避難所に行く。高齢者がいた

場合の話。教訓その１。家族写真を撮っておく。お薬手帳必ず持たせる。東日本の時は津

波で助かっても、汚染された水を飲んで病気になった。医者が診療を再開した。でも薬は

もらえない。薬手帳と家族写真。「うちのおばあちゃんがここに来ていませんか」と言葉だ

けで言ってもわからない。その時に写真を見て、「何年何組にこのおばあちゃんいるよね」

「先生いました」と案内できる。一年に一度は、別居しているおじいちゃんおばあちゃん

と家族写真を撮っておいて欲しい。これが受付の教訓。 

高齢社会はペット社会 

質問。相談して。犬を連れてきた人がいます。それを受け入れるか受け入れないか。30秒。

即断即決。「うちの犬は家族の一員です」と言う。これからはペットの時代。高齢社会。私

はその時教頭で対応していた。そばには生徒がいる。私がどう答えるかをじっと見ている。

どなたか手を上げる勇気を持って。受け入れる？ペット部屋を作る？受け入れないという

方は？ペットが嫌いだから？うん、それからアレルギーというのもある。私は「アレルギ

ーの人がいるからちょっと…」と言った。「いや家族も同然だから」と言われた。ペットは

普通の避難所では受け入れられない。市民センターとか公民館では。ただ、学校なので部

屋はたくさんある。そこに野球部の子が来た。「先生、俺ら野球部で面倒みるから」。私が

困っているのを見て。「どうやって部屋に入れるんだ。ペットが嫌いな人もいるじゃないか」。

すると、「ダンボールで犬小屋を作る」と言う。これが子供の発想。中庭に置いて、アレル

ギーの人のそばに行かないように。やっと電波が通るようになってスマホが通じるように

なった。「野球部はペット小屋作ってくれるし、面倒見てくれるし、あいさつもしてくれる

し、いいぞ」と、避難者がどんどん隣の中学校から移ってくる。嬉しいことかどうかわか

らないが。隣の中学校は 3000人。僕のところは 400人。子供には助けられる。ペット対応

は、普通なら駄目だが、場所によっては許可される。どっちも正しいしどっちも正しくな

い。 

災害弱者 

質問をする。災害弱者はどういう立場の人か。私の学校に来た人の中で。相談して。30秒。

小さい子供連れ？小さい子供もそうだけど、もっと優先しなければならない人。持病を持

った方？確かに。持病を持った人はその場ではわからなかったが、明らかに分かる人。妊

婦だ。妊婦はどうしたか。これは避難所でのポイント。災害弱者、特に妊婦はどうしたか

というと私のいる災害対策本部のすぐ近くにした。マニュアルがないので即断即決で畳の

部屋。（画像提示）ここは女子更衣室で奥が畳部屋になっている。電気が通っていないから、

だるまストーブを２つ妊婦の部屋に持っていった。何かあったら、具合悪くなったらすぐ

に石巻赤十字病院に連絡取れるように。災害弱者、一番弱い立場の人は近くに置け。これ

がポイント。 



避難所責任者の服装 

避難所運営の責任者になった時にどういう服装したか。30秒で相談して。ゴミ袋？ベスト

にする？その答は初めて。真ん中に穴あけて首を通して？どう答えていいかわからない。

サッカーとかのゼッケン？それは通じるものがある。目立つ格好。そのとおり。中学生、

小学生に多いのは運動着という答。ジャージ。ジャージ着てる先生は結構いる。ジャージ

１・２・３…。中学生は背広と言う。背広を着ている人も１・２・３・４…といる。目立つ

格好。（赤いジャンパーの現物を着用）今日は実際にこれを着る。小学校、中学校でやると

きにはこれを実際子供に着せる。「お前は今日、俺の片腕だ」。子供は喜んで着る。不安と

恐怖でおののいた人が一番安心するのは色。これを見て、教頭先生、今日泊まりなの？「泊

まるよ。おばあちゃん何か食べたいものある？」甘いものと言えば生徒とセッセコ運ぶ。

これを見た人たちは「責任者がいる」と一目でわかる。覚悟は必要。「教頭先生おむつあり

ませんか」「教頭先生、赤ちゃんのミルクありませんか」何でもあり。受けなくてはいけな

い。受けながらメモして対応できるようにならなければ。責任者になるというのは、校長

先生がなる場合もある。校長・教頭はその腹を決める。マニュアルがあっても、管理職は

マニュアルを超えた判断をしなくてはならない。追い詰められていく。PTAの方も、近くに

いて避難所の運営に行けた時にはサッカーのゼッケンを着ける。ビブスという。東京都立

大崎高校はオレンジのビブス。中学生もビブスを着て災害時のボランティア活動をやって

いた。それを着ると意識が変わる。目立つ格好は大事だし、意識を持たせるには必要。こ

んな格好でやっていた。 

支援物資を整理する 

相談して。（画像を提示）これは学校の調理室。全国から支援物資が山のように来た。支援

物資の置き方につい。1分。支援物資をどのように置くか。学校の先生やお父さんお母さん

が好きな四字熟語が出てくるかもしれない。賞味期限が早いものから前に？大体お母さん

たちは賞味期限が出てくる。ベスト３に入る。賞味期限ギリギリのものが送られてくる。

カップラーメンとか。すぐに期限が来るものは分けておくとか。それを四字熟語で何とい

うか。「整理整頓」。生徒から違うよと言われた。では何か。教室ごとに置く？すみません

が、あまり置くところがなくて一箇所に置いた。私は「賞味期限もあるから奥の方から整

理整頓、そして種類ごとに分けて置け」と言った。そうしたら「もっと気をつけなければ

いけないことがあるじゃないですか」と生徒に言われた。「先生、水と毛布が先に来るんで

しょ。優先順位の高いものは入り口から」。皆さん、大事なものは入り口から置くという感

覚があるか。家庭で手前から置くという感覚はあまりない。学校もそう。「手前から置いた

ら」と高校生に言われて、「ああなるほど」。そしてカップラーメンとか日持ちするものを

奥から置いていく。トラックでバンバン来る。いるいらないに関係なくくる。それを入れ

なければならない。これも一つの教訓。生徒に教えられた。 

トイレと水汲みのルール 

トイレ対策。プールから水を汲んでトイレの前にどんどん置く。避難した人はプールから

水を汲んでトイレまで運びはしない。大体、避難した人はどこにトイレがあるかわからな



い。学校のことを一番知っているのは生徒。生徒は文句を言わない。「教頭先生、俺たちが

汲んで置いておくから」。ではトイレの使いかたをどうするか。私はこう言った。「おしっ

こは流さなくていい。大便はぶつけるように流す。そうすればポンと落ちる」。感染症予防。

私のところはそうやって、子供たちが動いてくれてできた。それでルールを作った。電気

は止まっているが貯水槽には 28tの飲み水があった。水を汲むのは、もうお分かりだろう、

運動部の男の子たち。水汲みでポリタンクに入れておく。トイレの使いかたのルールと水

汲みのルールを作って部屋ごとに貼る。守ると思うか。信用できない。誰が来るかわから

ない。ホームレスの人も来る。家に帰る人もいる。避難所に来て受付名簿を作ったけれど

も出て行ったきり帰らない人もいる。どんどん入れ替わる。1 週間ぐらい経つとルールを

守るようになる。混乱期に生徒たちは何をやったか。廊下の端に立って見張りをやった。

我々教員がやったら喧嘩になる。「皆さんおしっこは流さないでください。大便はぶつける

ように流して見えないようにしてください。水汲みはコップを突っ込まないでください。

こっちのひしゃくに汲んでやかんから入れて飲んでください。1 週間やると避難所は落ち

着く。安定期に入る。それまで生徒たちは、守らないだろうなと勘で分かる。子供たちが

いなければできなかった。 

命の教育 

災害が起こると亡くなる人が出る。生と死の境界が生じる。生と死の間を生きることにな

る。（土葬の画像を提示）これを仮埋葬という。火葬場が使えない。地震で壊れる。電気も

通らない。自衛隊は人命救助だけではなく、こうやって丁重に葬ってくれた。仮埋葬。土

葬だ。能登半島でも土葬をしている。さっきテレビに出ていた人。おじいちゃんが埋葬を

された。「おじいちゃんが死んだのは私のせいだ。私を待っていたからおじいちゃんは亡く

なったんだ。みんな逃げたのにおじいちゃんは逃げなかった。孫が帰ってくるから」。自分

のせいで亡くなったと、自分の心を責めていた。心が傷つく。心のケアが必要になってく

る。こういうことが何百件も起きる。当時、死者に手を合わせる時、小さい子供は目を開

けていた。死を受け入れていない。「うちのおじいちゃんは、あそこにいる」と言う。小学

生や小さい子にとっては、家族は亡くなって、火葬されて、骨になって、お墓に埋められ

て、お参りをして、ようやく死を受け入れられる。この子は死を受け入れられず、傷つい

たまま学校に来る。傷ついていないような、あまり被害が大きくない家庭のお母さんお父

さんは余計なこと聞くなよ。傷ついている子追い詰める。余計なこと言うなよ。同情なん

かされなくていいから。お互い心を閉ざしたままの生活が始まる。こういうことがあって

死と向き合う命の教育が必要になってくる。私がいた校舎。右が体育館、左が食堂。石巻

西高校の体育館は 700体の遺体の仮安置所となった。（画像を提示）自衛隊が遺体を運んで

いる場面。私の学校の生徒も運ばれてきた。自転車置き場が身元不明の遺体の番号を示す。

これを見ながら家族が探しにくる。体育館はブルーシートで囲まれている。号泣する。そ

れで御対面で来たことがわかる。遺体は棺の中にはいっていない。３月 13日。妻から電話

が来て、「うちのおじさん亡くなったよ。石巻西高校、お父さんの学校の体育館に居るから。

安置番号 205番だってさ」。身内がそこにいて、人のご飯を作ってあげる。心折れそうにな

る。その時子供達に支えられた。これからの災害は命に向き合うことになるから命の教育

もしていかないと。やれ備蓄をどうする、避難場所をどうするも大事だが、時間がかかる



けど、家庭生活、学校生活の中で対話を通して命について、生きることについて話してい

くということが大事になってくる。もちろん教科書の勉強も大事だが、そうでないものも

必要になってくる。当然心のケアというものが出てくる。 

報道対応 

それから管理職の先生もいるので報道対応の話。スペインのバルセロナから報道記者が来

た。今からヨーロッパに動画を流すという。３月 11日から 1週間も経たないうちにどうや

って来たのかわからないが、来た。「ヨーロッパに動画が流れますよ」と言うと、いいです

よと。（画像を提示）東北の人は真面目。おじさん正座している。おばさんはこっちで毛布

に隠れている。ということは、プライバシーが守られなくなるということ。避難所では。

管理職の先生、窓口の一本化だけは覚えておくように。メディアの対応は、教頭とか防災

主任とか、窓口を一本に決める。大変なことが起きてくる。 

合格番号と安置番号 

３月 11日は高校入試の発表を準備していた。高校入試の発表を今からするところ。さっき

のソフトボールの顧問が「困った困った」と言っている。「どうした？」と言ったら、「遺

体の安置番号を見に来たのか、入試の合格発表を見に来たのかここの段階ではわからない」

という。こんなことはマニュアルにはない。追い詰められる。顔を見て、「こっちですか」

とか聞いて、「合格発表はこっちです」と。石巻西高校での合格発表だが、見に来るのは石

巻西高校受験者だけではない。石巻管内 12校のすべての合格番号が書いてある。瓦礫の山

で、自分が受けた学校に合格番号を見に行けないから。前の日の夜に、我々は泥だらけに

なって、各学校の全ての合格番号を貼った。最寄りの学校に見に行けとテロップを流した。

こういうことが起きていた。 

二次避難へ 

（画像を提示）今度は二次避難の問題。学校再開するから次の避難所へと出て行ってもら

う。行政の人が淡々と言う。「次の避難所に移ってください」。「どこあるんだ！」「秋田の

方に何箇所か」「はあ？」「あと千葉に何箇所か」「どうやって行くんだ！」怒るわけ。「も

のには言いようあるから。いいから、私が言うから」と言って、結局私が言った。写真だ

けでも険悪なムードがわかる。「子供らの学校を再開するんでお願いします」。地域とか PTA

とかやっている人でも、こういうときは別人になる。「学校は邪魔なのか。俺らが邪魔なの

か」。「いや、邪魔ではありません」。誰かが怒りを聞いてあげなくてはいけない。30分で収

まった。「先生、俺たちも出て行かなければならないことは分かっている。でも誰かに怒り

をぶつけたかったんだ。俺たちは高校生にあんなにしてもらった。トイレ掃除、支援物資、

声かけ。あんなにしてもらったから子供らのために学校を空けなければいけない。みんな

わかっている。あの子供たちのために、みんな気持ちよくここを出て行くベー」と。これ

が子供らの力。大人の感情がカーッとなるのを子供たちがいることによって抑止する。だ

から避難所は、明るく元気に挨拶をして。大人にはなかなかできない。もめる。だからワ

ークショップを通して子どもたちに、君たちがいないと災害のとき避難所は大変なんだと。

ワークショップをぜひやらせてほしい。皆さんの学校で。「先生言い過ぎたごめんな」「い



やいや次の避難所でも頑張って」「先生も頑張れよ」。気持ちよく笑顔で出て行く。避難所

というのは信頼関係。やっぱり、元気で明るく笑顔で、子供らに支えてもらってやってい

くということだ。 

まとめ 

最後に、災害発生後の課題と対応。縦割り組織ではない。この見直しを今、全国でやって

いる。（組織図を提示）これは役割で作ったもの。関東地区の皆さんのところで災害が起こ

ると、避難所やらボランティアやら、色々なことが生じる。役割で作ってみた。このデー

タは大会事務局にあるのでもらって。使って構わない。（ワークショップのプログラム紹介）

10年前の私の仲間、避難所運営をした仲間が私の取材に応じて動画を載せてくれた。10分

から 15分、避難所運営の課題を語ってくれた。次に学校を再開した校長先生が語ってくれ

る。ということは皆さんが宮城に来なくても、いながらにして、タブレットやスマホを使

ってやれば、東日本大震災の課題と対策がわかるということ。能登半島でも、ほぼ同じ事

が起きた。これを班ごとに分けてやる。今日ここで皆さんが避難所をやったとする。支援

物資をやったとする。「先生面白いからもう 1回やりたい」と生徒が言ったら、今度は違う

ことをやって。7種類ある。７つのことをやれる。皆さんの高校で７つのことをやると卒業

するまでに災害の全体像がわかる。これが地理総合のワークショップにならないかと言っ

たら、やりましょうと言って、仙台の進学校でやっている。兵庫県明石北高校、スーパー

サイエンスハイスクールになっているような進学校でもやっている。地理総合の演習の中

でやっている。中学校でもやっている。特別活動でもやっている。どうぞ声をかけて。例

えば、学校支援を選んだところ。広島県の高校の事務長さんの研修会でこれをやった。広

島まで行ってきた。（動画視聴）これを学校の事務長さんがやった。生徒だけではない。PTA

だけでも、地域だけでもできる。ワークショップに声をかけて。 

それから、希望の話をした。子供には、「希望は絶望のど真ん中に必ず生まれるからな。南

海トラフとだ首都直下地震だといっても、諦めるなよ、命を絶つなよ、生きろよ」と言う。

私がいた東松島の西高では、伊藤健人という高校２生が、弟とお母さんおじいちゃんおば

あちゃんを亡くした。その子は何もなくなった家に戻ったら、弟が好きだった青い鯉のぼ

りがあった。それを掲げて家族の遺影をそこに置いた。この子は自分で命を絶つかどうか

わからなかったが、絶対命を絶つなよ、見てるよ、先生たちは」。教員は見守るしかなかっ

た。それが広がっていった。日本中に広まった。そうやって彼はみんなの力を借りて生き

る希望を取り戻していった。実はこれが映画になった。震災を直接描いたわけではないが、

震災を題材にした映画で、津波の映像は一切ない。最初僕はこの希望の話をしてから高校

でやる。ワークショップが嫌だという生徒は口には出さないがいる。「南海トラフがある。

未来は絶望なんですか」。「希望は絶望と背中合わせだから大丈夫だ」と言ってからやるの

が学校防災。それをやらないと生徒達は心の中で拒否する。ということでその映画をダイ

ジェストで見せる。 

（映画「有り、触れた、未来」予告動画視聴）こういう映画になった。映画が先か、僕のワ

ークショップが先か、セットでやってくれることが多くなってきた。PTA 研修会でやると

ころもある。実はこの映画は若者たちの自主制作。それで、アシスタントとして、うちの

娘がプロデューサー兼女優で出ているので、本人に説明してもらう。 



舞木 ひと美 氏 登壇  

防災の観点から、避難所やいろいろな角度からの話の中で、急に映画の話になってしまっ

たが、私も防災士の資格を取って防災の活動の中でこの映画や父のワークショップを広め

ながら全国を回っている。一つ、この映画について皆さんに紹介したいことがある。2020

年、コロナで全国に緊急事態宣言が発令された時に、芸能界、こっちのサイドはどうだっ

たかというと、三浦春馬さんや竹内結子さんとか、この映画を撮ると決めた山本透監督の

周りで俳優たちが自ら命を落としてしまうことが多くあった。山本透監督自身のお母様も

コロナでお見舞いができないまま亡くなった。ご自身の師匠である大林宣彦監督もガンの

闘病生活をしながら映画製作をしていた。山本透監督の中で、生と死というものか大きく

覆いかぶさってきて、「今、世の中はどうなっているんだ。時代を見た時に、不登校者数が

すごく伸びていて、自殺者数も生徒たちが相次いでやまない。その閉塞的な時代に自分は

どんな映画作品を残したらいいのだろうか」、となった。私と山本透監督が昔からの知り合

いだったので、私の父が書いた「震災を語り継ぐ 生かされて生きる」という原案を本の

中から持ってきた。宮城の人たちというのはどういう思いで、どんなどん底の中で希望を

見つけて前に進んできたんだろうか。そして青い鯉のぼりプロジェクト代表伊藤健人君は

どんな思いでこの十年間を生きてきたんだろう。2020年だったので、ちょうど震災から十

年目。そんな時、山本透監督はこの本を読んで宮城に一度来たいということで、私と一緒

に宮城を訪れて、父と伊藤健人君に会った。十年という節目に、世界中のメディア、マス

コミには「十年経った今、心の傷は癒えだろうか」という論点で取材をしている人が多く、

その時に伊藤健人君は言っていた。「家族を失って、大事な人を失って、傷なんて癒えるこ

とはない。でもこの十年を境に、僕はこの傷と共に生きていこうという覚悟を漸く持てた」

と。その言葉に涙が止まらず、生きて行くということの辛さ、賢人君が感じた生きるとい

うことの力、エネルギーみたいなものを感じて、走りだした。震災の作品を撮るつもりで

はなく、コロナでマスクの時代になり、生徒同士が笑顔もお互いに分からないまま卒業し

て行ってしまう、そんな時代に、宮城ですごくつらい思いをした人たちのその力を借りて

宮城県で作品を撮ることで生きる力を届けられる作品を作れるんじゃないか。大手配給会

社は「鬼滅の刃」とか「ドラえもん」とか興行が見込める作品でないとお金を落としてく

れない。でも時代は暗い中に突入して行っている。私たちも急いでいて、22人の俳優たち

でチームを組んで、私がリーダーとなり 727 社の企業に電話した。いまだに東北を応援し

てくれている人や教育関係の方々がいろんな方々にこの作品を撮りたいという思いを伝え

てくれて、３か月で 8000万円の協賛金を集め、この作品を撮ることができた。私たちがす

ごいという話をしたいのではない。思いというのは、伝えていけば伝わった人がまた違う

人に伝えてくださる。そしてそれがちゃんと映画として形になる。そのことをアフタート

ークで子供たちに伝えていく。夢を見ようとする子どもたちはすごく少なくなっているが、

仲間がいればどんなことにも挑戦できる、意味があるということをお話したくて、私は全

国を回って子供達に上映している。映画上映ということでエンタメみたいに見られてしま

うが、ちょっと違う角度の防災という視点で、去年は群馬県県庁で事務長さんの研修会で

上映していただいた。こんな活動で父と回っている。 



齋藤 幸男 氏 結び 

英語の字幕を付けてイギリスでも３回上映された。これからじわじわ心の傷を抱えながら

生きている人に届けたい。大阪の中学校は PTA の研修会でやった。何を言いたいかという

と、防災教育やるときは希望と絶望は背中合わせだから、希望の部分を。子供らは南海ト

ラフと聞いただけで「うっ」となる。自分の将来はこんなに暗いのかとなる。でも希望を

捨ててはダメだ、命を大事にしなさい、命と向き合いなさい、友達と対話を大事にして支

える仲間を作りなさい、とやりながら、防災教育を進めてほしい。片方だけにならないよ

うに。これがみなさんにお願いしたいこと。ワークショップを通じて小学校から大人まで

対応させていただく。 


